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２【事業の内容】 



－  － 



－  － 

 

(5) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 361001_03_030_2k_04184438／第２事業／os2三井造船／半期 
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第２【事業の状況】 
 

１【業績等の概要】 

(1) 業績 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は�



－  － 

 



上高は前年同期比5,582百万円増加(＋38.3%)の20,143百万円となった。一方、営業損失は売上原価の増加に加えて固

定資産未実現利益の消去などにより、992百万円増加の1,093百万円となった。 

 

（その他） 





 

－  － 

 

(9) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 361001_03_031_2k_041



 

－  － 

 

(10) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 361001_03_032_*3_032_*ｲ�#

提 携 品 目 契 約 期 間 契約内容(対価の支払方法) 

当 社 
オース
トリア 

エンテック
社 

ＢＩＭＡシステム 
平成 
16.４

自動延長
(1)正味販売価格に対し一定料率の
実施料  

当 社 
オース
トリア 

エンテック
社 

ＣＳＴＲ,ＡＮＡＦ
ＩＬＭ、ＵＡＳＢ、
ＡＮＡＳＴＲその他

16.４ 24.３ 
(1)正味販売価格に対し一定料率の
実施料 

当 社 英国 
ＶＡ ＴＥＣ
Ｈ ＷＡＢＡ
Ｇ社 

ドームディフュー
ザー 

16.４ 自動延長
(1)契約金として一時金 (2)正味販
売価格に対し一定料率の実施料  

会社名 

国籍 名 称 

提 携 品 目 契 約 期 間 契約内容(対価の支払方法) 



 

・ＲＴＧ（Rubber Tired Gantry Crane）用脱塵脱硝装置を開発し、１，０００時間のフィールド試

験を実施し、商品化の目途を得た。今後、さらにデータの蓄積をおこない、ＥＰＡ（米国環境保護





 

－  － 

 

(13) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 361001_03_040_2k_04184438／第３設備／os2三井造船／半期 
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第３【設備の状況】 
 

１【主要な設備の状況】 

当中間連結会計期間において異動があった主要な設備は次のとおりである。 

 

当中間連結会計期間において以下の会社が新たに連結子会社となったことに伴い、当社グループの主要な設

会社名 
事業所名 

(主な所在地) 

事業の種類別
セグメントの
名称 

設備の内容
建物及び構
築物 

機械装置 
及び運搬具

土地 
(面積千㎡)

その他 合計 

従業員数土地 





－  － 

 

(15) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 361001_03_050_2k_04184438／第４提出会社／os2三井造船／半期 



－  － 

 

(16) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 361001_03_050_2k_04184438／第４提出会社／os2三井造船／半期 

16

(5) 【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

 平成16年９月30日現在





－  － 

 

(18) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 36� 繰延税金資産   8,481 8,285  6,707

６ �� 固定資産    

１ 有形固定資産 
(注１) 

(注２) 

I Q � 産 合 計    6 0 6 , 9 5 1 1 0 0 . 0 6 3 0 , 0 3 1 1 0 0 . 0  6 0 6 , 3 7 8 1 0 0 . 0



－  － 

 

(19) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 361001_03_060_2k_04









－  － 

 

(23) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:18) ／ 361001_03_060_2k_04



－  － 

 

(24) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_070_2k_04184438／第５－２中間連結財務諸表作成／os2三井造船／半期 
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－  － 

 

(25) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_070_2k_04184438／第５－２中間連結財務諸表作成／os2三井造船／半期 
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前中間連結会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 



－  － 

 

(26) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_070_2k_04184438／第５－２中間連結財務諸表作成／os2三井造船／半期 
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前中間連結会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 







－  － 

 



－  － 

 

(30) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_070_2k_04







－  － 

 



－  － 

 

(34) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_070_2k_04184438／第５－２中間連結財務諸表作成／os2三井造船／半期 
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前中間連結会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

５ 中間連結キャッシュ・フロー計

算書における資金の範囲 

５ 中間連結キャッシュ・フロー計

算書における資金の範囲 

５ 連結キャッシュ・フロー計算書

における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な

預金（短期貸付金を含む）及び

容易に換金可能であり、かつ、

価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヶ

月以内に償還期限の到来する短

期投資からなる。 

同左 同左 

 

表示方法の変更 

前中間連結会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

（中間連結損益計算書） ────── 

１ 前中間連結会計期間において、営業外収益の「その

他」に含めていた「有価証券売却益」（前中間連結

会計期間3百万円）は、営業外収益総額の百分の十

を超えたため、当中間連結会計期間より区分掲記す

ることとした。 

 

２ 前中間連結会計期間において、営業外費用の「その

他」に含めていた「為替差損」（前中間連結会計期

間69百万円）は、営業外費用総額の百分の十を超え

たため、当中間連結会計期間より区分掲記すること

とした。 

 

 









－  － 

 

(38) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_070_2k_04



 

－  － 

 

(39) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_080_2k_04184438／第５－３中間連結リース取引／os2三井造船／半期 
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（リース取引関係） 

前中間連結会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

１ 借手側 １ 借手側 １ 借手側 

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナa3

ンス・リース取引 

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引 

(1) リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額及び中間

構築物 

中間連結
会計期間

割合が低いため、支払利子込み法に

より算定している。 

(3) 支払リース料及び減価償却費 

相当額 

(3) 支払リース料及び減価償却費 

相当額 

(3) 支払リース料及び減価償却費 

相当額 
 

$*:ー�





 

－  － 

 

(41) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_080_2k_04184438／第５－３中間連結リース取引／os2三井造船／半期 
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（有価証券関係） 

前中間連結会計期間末（平成15年９月30日） 

１ その他有価証券で時価のあるもの 

種類 
取得原価 
（百万円） 

中間連結貸借 
対照表計上額（百万円） 

差額 
（百万円） 

株式 40,074 47,266 7,192 

債券 912 912 － 

計 40,987 48,179 7,192 

 （注）当中間連結会計期間において、その他有価証券で時価のある株式について2百万円の減損処理を行っている。 

 

２ 時価評価されていない主な有価証券 

種類 
中間連結貸借対照表計上額 

（百万円） 
 

その他有価証券   



 

－  － 

 

(42) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_080_2k_04184438／第５－３中間連結リース取引／os2三井造船／半期 
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前連結会計年度（平成16年３月31日） 

１ その他有価証券で時価のあるもの 

種類 
取得原価 
（百万円） 





 

－  － 

 

(44) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_080_2k_04184438／第５－３中間連結リース取引／os2三井造船／半期 

44

前連結会計年度末（平成16年3月31日） 

 

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益の状況 



ŠO•”ŒÚ‹q‚É‘Î‚·‚é 

”„•ã•‚ 

9 4 , 9 2 2  9 , 8 1 5 6 7 , 8 2 5 1 6 , 0 8 5 1 0 , 9 9 1 1 9 9 , 6 3 8  • |  1 9 9 , 6 3 8

ƒZƒOƒ•ƒ“ƒgŠÔ‚Ì“à•”

”„•ã•‚–”‚Í•U‘Ö•‚ 

2 8 0  • | 1 , 7 5 3 4 8 6 7 2 , 9 0 5  ( 2 , 9 0 5 )  • |









 

－  － 

 



 

－  － 

 







－  － 

 

(53) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_100_2k_04184438／第５－５中間財務諸表等／os2三井造船／半期 
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２【中間財務諸表等】 

(1) 【中間財務諸表】 

①【中間貸借対照表】 

  
前中間会計期間末 

（平成15年９月30日） 

当中間会計期間末 

（平成16年９月30日） 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

（平成16年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比
（％）

（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    



－  － 

 

(54) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_100_2k_04184438／第５－５中間財務諸表等／os2三井造船／半期 
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前中間会計期間末 

（平成15年９月30日） 

当中間会計期間末 

（平成16年９月30日） 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

（平成16年３月31日） 

区分 
注記 







－  － 

 











 

－  － 

 

(62) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_120_ 63ﾄ1

建物 7 3 3



 

－  － 

 

(63) ／ 2004/12/29 13:19 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_120_2k_04184438／第５－７中間リース取引／os2三井造船／半期 
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前中間会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

(4) 減価償却費相当額の算定方法 (4) 減価償却費相当額の算定方法 (4) 減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法によっ

ている。 

同左 同左 

２ オペレーティング・リース取引 ２ オペレーティング・リース取引 ２ オペレーティング・リース取引

未経過リース料 未経過リース料 未経過リース料 



 

－  － 

 



 

－  － 

 

(65) ／ 2004/12/29 13:20 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_03_130_2k_04





 

 

(1) ／ 2004/12/29 13:20 (2004/12/29 13:19) ／ 361001_21_0309_2k_04
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